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桶川市旧熊谷陸軍飛行学校
桶川分教場跡地整備管理基金
への寄附ありがとうございます

詳
細
は
、
１
月
８
日
㈮
以
降
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
農
政
課
窓
口
に
備
え
付
け

の
推
薦
・
応
募
用
紙
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

受
付
期
間
▼
１
月
15
日
㈮
～
２
月
12
日

㈮
　

推
薦
・
応
募
用
紙
の
提
出
先
▼
農
政
課

　

詳
し
く
は
詩
農
政
課

　

桶
川
市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に

設
立
さ
れ
た
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
に

お
い
て
、
広
域
に
よ
る
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
11

月
11
日
に
埼
玉
県
の
許
可
を
経
て
、
平
成

27
年
12
月
１
日
か
ら
川
島
町
が
加
入
し
、

構
成
団
体
は
９
市
町
村
（
東
松
山
市
、
桶

川
市
、
滑
川
町
、
嵐
山
町
、
小
川
町
、
川

島
町
、
吉
見
町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父

村
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
に
よ
る
ご
み
処
理
を

９
市
町
村
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

　

農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
が
平
成
27
年
８
月
28
日
に
成

立
し
、
同
年
９
月
４
日
に
公
布
さ
れ
ま
し

た
。（
平
成
27
年
法
律
第
63
号
）

　

こ
れ
に
伴
い
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法

が
「
公
選
制
」
か
ら
、
市
長
が
市
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
す
る
「
任
命
制
」
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

同
法
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
お
よ
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

　

委
員
の
要
件
は
「
①
農
業
に
関
す
る
識

見
を
有
す
る
こ
と
」、「
②
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
他
農

業
に
関
す
る
調
査
等
の
職
務
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
な
ど
で
す
。

　

応
募
に
関
し
て
は
、「
氏
名
・
住
所
・

職
業
・
年
齢
・
性
別
・
経
歴
・
農
業
経
営

の
状
況
・
認
定
農
業
者
の
有
無
・
推
薦
又

は
応
募
の
理
由
等
」
の
記
載
が
必
要
と
な

り
、
住
所
以
外
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
公
表
さ
れ

ま
す
。　

　

ま
た
、
委
員
の
選
任
に
関
し
て
は
、
応

募
内
容
な
ど
に
よ
り
選
考
を
行
い
ま
す
。

　

市
は
、
人
口
減
少
の
克
服
に
向
け
、
今

後
の
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性
を
示
す

桶
川
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
桶
川
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
案
）

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　

閲
覧
・
意
見
募
集
の
期
間
▼
１
月
26
日

㈫
～
２
月
24
日
㈬

　

意
見
を
提
出
で
き
る
人
▼

〇
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

〇
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
人

〇
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

〇
本
計
画
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

　

閲
覧
場
所
▼
企
画
課
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
公
民
館

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
▼
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
（
〒
363
－

8501
住
所

記
入
不
要
）、
メ
ー
ル
（kikaku@

city.

情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
1月

okegaw
a.lg.jp

）
ま
た
は
、
直
接
、
企

画
課
へ
。

　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い
▼
市
の
考

え
方
な
ど
を
踏
ま
え
て
整
理
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
企
画
課

　

平
成
27
年
９
月
５
日
か
ら
市
お
よ
び
桶

川
市
商
工
会
で
販
売
し
た
「
元
気 

オ
ケ

ち
ゃ
ん
商
品
券
」
の
利
用
期
間
は
、
１
月

11
日
（
月
・
祝
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
期
間
を
過
ぎ
る
と
い
か
な
る
場
合
で

も
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

～
「
元
気　
オ
ケ
ち
ゃ
ん
商
品
券
」
取
扱

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
～

　
「
元
気 

オ
ケ
ち
ゃ
ん
商
品
券
」
の
金
融

機
関
に
お
け
る
換
金
期
間
は
１
月
29
日
㈮

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
済
み
の
商

品
券
は
期
間
内
に
取
扱
金
融
機
関
で
換
金

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課
ま
た
は
桶
川

市
商
工
会
☎
786
―
０
９
０
３

「
元
気 

オ
ケ
ち
ゃ
ん
商
品
券
」
利
用

期
間
終
了
間
近
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
お
よ
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
募
集

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
へ
の
川
島

町
の
加
入
に
つ
い
て

桶川都市計画道路事業の認可のお知らせ
　埼玉県が整備する、駅東口通り線および仲仙道線（駅東
口通り線との交差点部）の事業について、国土交通省関東
地方整備局長から認可されましたので、お知らせします。
　都市計画事業の種類および名称▶桶川都市計画道路事
業3・4・2号駅東口通り線および3・4・7号仲仙道線
　施行者の名称▶埼玉県
　事務所の所在地▶埼玉県北本県土整備事務所（北本市
東間三丁目143番地）
　事業地の所在▶桶川市寿一丁目、南一丁目、東一丁目
および寿二丁目地内
　詳しくは至駅東口整備推進課

　平成27年10月31日現在の寄附件数は40件、
金額は6,015,218円です。
　前回の広報掲載（平成27年５月号）以降、
寄附をいただいた方々についてお知らせしま
す。
個人▶
　鍋田文夫様　越阪部勝様
　原島千晴様　氏名公表不可　２人
団体▶
　桶川市写真連盟様　　　
　日本環境クリアー株式会社様
　櫻花同士會様　　　　　
　株式会社増田紙業様
　島村電業株式会社様　　
　桶川市環境サービス事業協同組合様
　下日出谷グランドゴルフクラブ様

※同日現在で入金が確認でき、氏名（名称）
公表可の場合のみ掲載しております。
　詳しくは至自治文化課

　

旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場

（
飛
行
学
校
）
は
、
土
、
日
、
祝
日
を
中

心
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
旧
陸
軍
桶
川
飛
行
学

校
を
語
り
継
ぐ
会
」
に
よ
る
一
般
公
開
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
建
物
の
老
朽

化
お
よ
び
安
全
確
保
の
た
め
、
平
成
27
年

12
月
以
降
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
お
り
、

現
在
見
学
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
は
、
学
校
法
人
も
の
つ
く
り
大
学
と

連
携
し
、
飛
行
学
校
の
整
備
基
本
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
安
全
な
状
態
で
再

び
皆
さ
ん
が
飛
行
学
校
を
見
学
で
き
る
よ

う
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

飛
行
学
校
の
一
般
公
開
に
つ
い
て

戦
争
関
連
資
料
の
提
供
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
～
戦
争
に
ま
つ
わ
る
資

料
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
収
集
し
て
い
ま
す

桶
川
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
桶
川

市
ま
ち・
ひ
と・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
案
）に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

戦
後
70
年
が
経
過
し
た
今
、
次
第
に
戦

争
経
験
者
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
貴
重
な
資
料
も
処
分
さ
れ
た
り
、
散

失
し
た
り
と
戦
争
に
関
す
る
記
憶
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市
で
は
悲
惨
な
戦
争

の
記
憶
・
平
和
の
尊
さ
を
後
世
へ
伝
え
る

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
自
宅
な
ど

に
眠
る
戦
争
に
関
す
る
資
料
を
寄
贈
し
て

も
ら
い
、
平
和
推
進
事
業
に
役
立
て
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に
賛
同
い

た
だ
き
、
戦
争
資
料
の
無
償
提
供
に
つ
い

て
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　

収
集
の
対
象
資
料
▼

○
写
真
（
桶
川
分
教
場
の
映
っ
た
も
の
、

戦
時
下
の
市
民
の
様
子
な
ど
）

○
手
紙
、手
記
、防
災
ず
き
ん
、ポ
ス
タ
ー 

、

教
科
書
、
国
民
服
な
ど
戦
時
中
の
生
活
を

伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

○
出
征
の
ぼ
り
、
千
人
針
、
軍
服
な
ど
当

時
の
軍
人
に
関
す
る
も
の

○
飛
行
機
の
部
品
、
軍
需
品
な
ど
陸
軍
に

関
す
る
も
の

○
特
攻
隊
員
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
遺
品

○
戦
争
体
験
、
戦
後
復
興
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

　
内
容
▼
①
講
演
「
あ
な
た
の
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
～
管
理
・
運

営
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
ま
す

～
」「
建
物
の
長
寿
命
化
を
考
え
る
」

②
意
見
交
換
会

　

と
き
▼
１
月
23
日
㈯
①
午
後
１
時
30
分

～
３
時
50
分
②
午
後
４
時
～
４
時
45
分

　

と
こ
ろ
▼
さ
い
た
ま
文
学
館
①
文
学
ホ

ー
ル
②
講
座
室
１

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
１
月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま

た
は
直
接
、
建
築
課
へ
。

　
詳
し
く
は
詩
建
築
課
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つ
ぎ
の
方
々
は
、
県
内
の
小
中
学
生
の

作
文
を
対
象
と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、
入
賞
・
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

彩
の
国
健
康
鉄
人
は
、
自
ら
健
康
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
健
康
を
維
持

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
運
動
や
地
域
活

動
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
80
歳
以
上
の
人

を
、
埼
玉
県
知
事
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

桶
川
市
で
は
次
の
７
人
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

扇
谷　

年
弘
さ
ん
、
曽
根　

敏
男
さ
ん

　

武
本　

芳
一
さ
ん
、
田
中　

孝
男
さ
ん

　

野
武　

冨
子
さ
ん
、
村
田　

四
郎
さ
ん

　

最
上　
　

一
さ
ん

　

皆
さ
ん
も
、
健
康
で
い
つ
ま
で
も
元
気

に
活
動
し
、「
彩
の
国
健
康
鉄
人
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
詩
健
康
増
進
課

　

平
成
27
年
11
月
26
日
付
で
、
新
し
く
教

育
委
員
長
に
水
村
実
男
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

つ
ぎ
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

入
江
武
男　

様　

書
籍
11
冊

　

下
机　

茂　

様　

絵
画
１
点

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

優秀賞
「発展し続ける歴史ある桶川」

入選
「桶川市の自慢」

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

水村　実男さん

栗原　美百合さん
（加納小学校）

鈴木　慶亮さん
（桶川中学校）

認定式（知事公館：11月6日）

　

つ
ぎ
の
方
は
、
生
前
の
功
績
が
認
め
ら

れ
叙
位
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
秘
書
広
報
課

　

つ
ぎ
の
方
は
、
薬
事
行
政
の
推
進
へ
の

顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
詩
秘
書
広
報
課

　

つ
ぎ
の
方
々
は
、
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
県
知
事
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

増田　栄一さん

関根　　武さん渡邉二三雄さん澁谷　光章さん

地方自治功労消 防 功 労児童・青少年育成功労

　
　
渡
邉
　
正
敏
さ
ん
（
保
健
衛
生
功
労
）

　　

詳
し
く
は
詩
秘
書
広
報
課

叙
位
を
受
章

元桶川市議会議員
小松　正夫さん

平成27年10月12日死去

従 六 位薬
事
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成27年
1 0月末

平成26年
1 0月末

対前年
同月比

件　　数 276件 271件 ５件

死　者　数 １人 ２人 －１人

負傷者数 327人 325人 ２人

渡りきる　老いの歩幅に　待つゆとり

彩
の
国
健
康
鉄
人
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

教
育
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

皆
様
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

桶
川
市
こ
ど
も
育
成
審
議
会
委
員
募
集

　

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育
つ
社
会
の
形
成
に
寄
与
し
、

幅
広
い
視
点
か
ら
子
育
て
支
援
施
策
を
審

議
す
る
た
め
、「
桶
川
市
こ
ど
も
育
成
審

議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
審
議

会
で
、
保
育
行
政
や
「
桶
川
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
推
進
に
関
す

る
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
調
査
や
意
見
を

述
べ
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

資
格
▼
市
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る
20

歳
以
上
で
、
平
日
の
会
議
な
ど
に
参
加
で

き
る
人
（
会
議
は
年
３
回
程
度
）

　

任
期
▼
２
年
間

　

募
集
人
員
▼
２
人

※
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
、

後
日
、
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、「
桶
川
市
こ
ど
も
育
成
審
議
会

委
員
」
に
応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
の
意
見

や
考
え
を
千
字
程
度
（
様
式
自
由
）
に
、

ま
と
め
て
２
月
８
日
㈪
ま
で
に
郵
送
ま
た

は
直
接
、
保
育
課　
（
〒
363-

0024
鴨
川
１
―

４
―
１
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

※
応
募
用
紙
は
、
保
育
課
お
よ
び
こ
ど
も

支
援
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
な
ど
の
不
満
を
持
つ
人
の
た
め

に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
人
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
相
談
も
無
料
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
さ
い
た
ま
第
一
検
察
審
査
会

事
務
局
（
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
内
）

☎
863
―
８
７
１
４

市民税・県民税【第4期】
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第７期】
納期限…２月１日　

納付は期限内に！

今月の納期

　

つ
ぎ
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
道

な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
11
月
14
日
に
彩
の

国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

受賞者氏名 表彰された活動項目

川田谷地区
社会福祉協議会

心のふれあいを深める活動河原塚　菊江さん

熊井　純子さん

川田　勲さん
住みよいふるさとをつくる
活動

櫻井　一成さん

「
県
民
の
日
」
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞・入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

ほ
ん
の
些
細
な
こ
と
で
も
節
電
に
つ
な

が
り
ま
す
。
各
家
庭
で
省
エ
ネ
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機

関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
上
、
納
め

忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か
月

前
納
、
１
年
度
前
納
、
２
年
度
前
納
も
あ

り
ま
す
。
１
年
度
前
納
、
２
年
度
前
納
の

申
込
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
持
参
の
上
、
希
望
の
金
融
機
関
ま

た
は
年
金
事
務
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
詩
大
宮
年
金
事
務
所
☎
652
―

３
３
９
９

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
の
登

録
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
履
歴
書
（
写
真

添
付
）、
資
格
証
明
書
を
持
参
の
上
、
保

育
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

登
録
有
効
期
限
▼
２
年
間

○
保
育
所
臨
時
保
育
士

　

対
象
▼
保
育
士
資
格
所
有
者
（
時
間
外

勤
務
保
育
士
は
資
格
不
要
）

　

時
給
▼
930
円
～
（
平
成
27
年
度
実
績
）

　

勤
務
場
所
▼
市
内
公
立
保
育
所

　

勤
務
日
時
▼

【
１
日
勤
務
】
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
※
月
１
、２
回
土
曜
日

勤
務
あ
り

【
午
前
勤
務
】
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

【
午
後
勤
務
】
月
～
金
曜
日
の
午
後
０
時

30
分
～
５
時

【
月
・
金
・
土
曜
日
勤
務
】
月
曜
日
お
よ

び
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
、

土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
正
午

【
時
間
外
勤
務
】
月
～
金
曜
日
の
午
前
７

時
～
８
時
30
分
お
よ
び
午
後
４
時
30
分
～

７
時
※
月
１
、２
回
土
曜
日
勤
務
あ
り

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員

　

対
象
▼
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

　

時
給
▼
930
円
（
平
成
27
年
度
実
績
）

　

勤
務
場
所
▼
市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ

　

勤
務
日
時
▼

【
月
～
土
職
員
】
月
～
土
曜
日
の
う
ち
、

週
５
日
、
１
日
4.5
時
間
以
上

通
常
開
室
：
午
後
１
時
～
７
時

一
日
開
室
：
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時

【
土
曜
・
休
暇
対
処
職
員
】
月
～
土
曜
日

の
う
ち
、
週
２
日
程
度
、
１
日
4.5
時
間
以

上通
常
開
室
：
午
後
１
時
～
７
時

一
日
開
室
：
午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時

※
な
お
、
一
日
開
室
や
長
期
休
み
の
場
合

は
、
５
～
８
時
間
勤
務
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
児
童
館
臨
時
職
員

　

対
象
▼
資
格
所
有
者
（
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
・
児
童
厚
生
員
・
そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
資
格
）

　

時
給
▼
930
円
（
平
成
27
年
度
実
績
）

　

勤
務
場
所
▼
児
童
館
（
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

　

勤
務
日
時
▼
月
～
日
曜
日
の
う
ち
、
週

４
日
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
た
は
午

後
１
時
～
５
時
）

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

対
象
▼
資
格
所
有
者
（
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
・
看
護
師
な
ど
）

　

時
給
▼
930
円
（
平
成
27
年
度
実
績
）

　

勤
務
場
所
▼
駅
前
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

勤
務
日
時
▼
月
～
金
曜
日
の
う
ち
週
2

日
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

　

詳
し
く
は
詩
保
育
課

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す

　

求
職
中
の
人
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
大
宮
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
市

関
係
課
が
連
携
し
て
行
う
求
職
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
賃
金
・
退
職
金

や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条
件
、
採
用
や

退
職
、
労
務
管
理
上
の
問
題
な
ど
、
労
働

者
お
よ
び
経
営
者
が
抱
え
て
い
る
労
働
問

題
に
つ
い
て
労
働
相
談
員
が
応
え
る
労
働

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き
▼
１
月
18
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
受
付
時
間
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
、

正
午
～
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

　

と
こ
ろ
▼
分
庁
舎
会
議
室
１
・
２

　

対
象
▼
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
。
仕
事

を
探
し
て
い
る
人
で
、
住
居
・
生
活
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
人
。
労
働
条
件
や
労

務
管
理
上
の
問
題
を
抱
え
る
労
働
者
お
よ

び
経
営
者
。

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
の
無
い
人
は
、
当
日
求
職
登
録
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。

　

費
用
▼
無
料

　

相
談
内
容
▼
求
職
相
談
①
職
業
相
談
・

職
業
紹
介
②
生
活
保
護
の
相
談
お
よ
び
申

請
③
住
宅
支
援
給
付
事
業
に
よ
る
住
宅
手

当
の
支
給
相
談
④
生
活
福
祉
資
金
貸
付
の

相
談
お
よ
び
申
請
⑤
多
重
債
務
相
談
⑥
心

の
健
康
相
談
（
②
・
④
は
桶
川
市
民
に
限

る
。）

労
働
相
談
①
労
働
条
件
や
労
務
管
理
な
ど

の
相
談

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課

　

内
容
▼
企
業
ブ
ー
ス
で
採
用
担
当
者
と

個
別
に
面
接

　

と
き
▼
２
月
３
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

（
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分
受
付
）

　

と
こ
ろ
▼
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

対
象
▼
①
平
成
28
年
３
月
高
校
・
大
学

な
ど
新
規
卒
業
予
定
者
②
若
年
者
（
概
ね

44
歳
以
下
）

　

持
ち
物
▼
履
歴
書
（
複
数
枚
）

　

参
加
企
業
▼
２
市
１
町
の
地
元
企
業
を

中
心
に
40
社
程
度
※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
▼
不
要

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課
（
上
尾
・
桶

川
・
伊
奈
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
事
務

局
）

平
成
28
年
度
臨
時
保
育
士
・
職
員
登

録
者
募
集

桶
川
市
求
職
相
談
会
お
よ
び
労
働
相

談
会

地
元
企
業
に
よ
る
「
若
者
就
職
面
接

会
」
を
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
次
の

と
お
り
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
・
節
電
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

服
装
▼
重
ね
着
を
し
て
寒
さ
対
策
を
す

る
。
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
セ
ー
タ
ー
、
ハ
イ

ネ
ッ
ク
な
ど
の
着
用
を
認
め
る
。

　

エ
ア
コ
ン
▼
20
度
以
下
の
場
合
に
使
用

し
、
設
定
温
度
を
20
度
以
下
と
し
て
午
前

８
時
30
分
以
降
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
午
後

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
・

節
電
対
策
に
ご
協
力
を

５
時
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

　

照
明
器
具
▼
原
則
一
部
消
灯
と
す
る
。

昼
休
み
は
完
全
消
灯
。
た
だ
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

な
ど
の
省
電
力
照
明
器
具
設
置
箇
所
は
対

象
外
と
す
る
。

　

冷
蔵
庫
▼
原
則
使
用
禁
止　

　

そ
の
他
電
気
器
具
▼
使
用
禁
止

　

パ
ソ
コ
ン
▼
自
席
を
離
れ
る
場
合
は
ス

タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
に
す
る
。　

　

時
間
外
勤
務
▼
エ
ア
コ
ン
・
照
明
の
使

用
を
極
力
控
え
る
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
家
庭
で
で
き
る
節
電

対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
を
こ

ま
め
に
行
い
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
で
冷
気
の

進
入
を
カ
ッ
ト
し
、
風
向
き
は
下
向
き
に

す
る
。

○
こ
た
つ
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
機
器
本
体
と
床
と
の
間
に
敷
物
を
し
、

こ
た
つ
の
掛
け
布
団
、
敷
き
布
団
は
２
枚

に
す
る
。

○
冷
蔵
庫
に
つ
い
て
は
、
扉
の
開
閉
は
短

く
少
な
く
し
、
で
き
る
だ
け
放
熱
ス
ペ
ー

ス
を
と
る
。　

○
温
水
洗
便
座
の
ふ
た
を
閉
め
る
。

　20歳から60歳になるまでの40年間は、全員が国民年金に加入し
ます｡ 職業などにより、加入の種別は３つ［第１号被保険者（自
営業、学生など）・第２号被保険者（会社員や公務員）・第３号被
保険者（会社員や公務員の被扶養配偶者）］に分かれます。結婚や
就職などにより加入の種別が変わるときは年金の届出が必要です。

人生の節目には国民年金の届出を！

※届出の際は年金手帳を持参しましょう。
※届出の内容により、届出先が異なりますので、手続きの際には必ず
ご確認ください。
　詳しくは至保険年金課または大宮年金事務所☎652－3399

こんなとき 手続き 届出先

国
民
年
金
に
加
入
す
る

20歳になったとき 国民年金に加入の手続
きをする

第１号被保険者
→市役所
第３号被保険者
→配偶者の勤務先

会社を退職したとき
国民年金に加入の手続
きをする（被扶養配偶
者であった人も同様）

市役所
（保険年金課）

結婚や退職などで配偶
者の扶養に入ったとき

第３号被保険者への種
別変更の届出をする 配偶者の勤務先

配偶者の扶養でなく
なったとき

第３号被保険者から第
１号被保険者への種別
変更の手続きをする

市役所
（保険年金課）

配偶者が会社をかわっ
たとき

引き続き第３号被保険
者となる手続きをする

配偶者の新しい
勤務先

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

口座振替を開始（変
更）・辞退

口座振替納付（変更）
申出書などを提出する

銀行・郵便局・農協・信
用金庫・信用組合・労
働金庫・年金事務所

クレジットカード納付
を開始（変更）・辞退

クレジットカード納付
（変更）申出書などを
提出する

年金事務所

納付書を紛失したとき 納付書の再発行を申し
出る 年金事務所

保険料を納めるのが困
難なとき

・免除や若年者納付猶予
の申請をする
・学生で保険料を納める
のが困難なときは、学生
納付特例の申請をする

市役所
（保険年金課）

保険料の免除・猶予、
学生納付特例を受けた
期間の保険料を納付
（追納）する

国民年金保険料追納申
し込みをする 年金事務所
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ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
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情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

請
書
（
高
齢
介
護
課
で
配
布
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
上
記
資
格
の
免
許
証

（
写
）
と
合
わ
せ
て
高
齢
介
護
課
へ
。

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

　

市
が
発
注
す
る
①
そ
の
他
の
業
務
（
建

築
施
設
維
持
管
理
業
務
お
よ
び
そ
の
他
役

務
の
提
供
な
ど
の
業
務
）
の
委
託
②
物
品

の
購
入
や
借
り
入
れ
に
係
る
競
争
入
札
な

ど
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
の
資
格
審
査

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

今
回
は
追
加
登
録
の
た
め
、
既
に
登
録

し
て
い
る
場
合
は
不
要
で
す
。

※
な
お
、
桶
川
市
に
登
録
す
る
と
、
自
動

的
に
埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
の
名
簿
に

も
登
録
さ
れ
ま
す
。

　

受
付
期
間
▼
２
月
１
日
㈪
～
15
日
㈪

　

受
付
方
法
▼
郵
送
（
書
留
不
可
）
ま
た

は
宅
配
便
※
持
参
不
可

　

登
録
有
効
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
29

年
３
月
31
日

　

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
、
申
請
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
契
約
管
財
課

　

と
き
▼
１
月
27
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
次

回
は
２
月
25
日
㈭
の
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

市
内
各
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
を
対

象
と
し
て
、
通
級
指
導
教
室　
「
大
空
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
通
級
指
導
教
室
は
、

地
域
の
小
学
校
に
通
い
な
が
ら
学
校
生
活

や
日
常
生
活
が
よ
り
豊
か
に
送
れ
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
「
落

ち
着
き
が
な
く
気
持
ち
が
不
安
定
で
あ

る
」「
特
定
の
も
の
に
強
い
こ
だ
わ
り
が

あ
る
」「
友
達
と
の
か
か
わ
り
や
集
団
行

動
が
苦
手
」
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
発
達
に

つ
い
て
心
配
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

開
設
日
時
▼
指
導
期
間
は
小
学
校
の
授

業
日
と
同
じ
、
原
則
週
２
単
位
時
間
（
90

分
）

　

開
設
場
所
▼
桶
川
西
小
学
校
お
よ
び
加

納
小
学
校
内
、
通
級
指
導
教
室
「
大
空
桶

川
西
小
教
室
」「
大
空
加
納
小
教
室
」

　

指
導
内
容
▼
個
別
指
導
を
中
心
に
、
必

　

平
成
27
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
を
納
付
し
た
人
（
国
民
健
康
保
険
税
は

世
帯
主
）
に
、「
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
納
付
確
認
書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。
所
得
税
、
市
県
民
税

の
確
定
申
告
を
行
う
際
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※
年
金
天
引
き
の
支
払
額
は
、
日
本
年
金

機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
保
険
年
金
課
ま
た
は
高
齢

介
護
課

　

応
募
資
格
▼
①
介
護
支
援
専
門
員
②
保

健
師
、
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護
福
祉
士

で
あ
っ
て
当
該
資
格
に
係
る
業
務
に
従
事

し
た
期
間
が
５
年
以
上
あ
る
人

　

職
務
▼
要
介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調

査
　

募
集
人
員
▼
若
干
名
、
週
３
～
４
件
程

度
の
調
査
が
可
能
な
人

　

賃
金
▼
認
定
調
査
１
件
当
り
３
，
７
２

０
円

　

応
募
方
法
▼
介
護
認
定
調
査
員
登
録
申

要
に
応
じ
て
小
集
団
指
導
を
行
い
、
発
達

障
害
・
情
緒
障
害
の
状
態
の
改
善
を
目
指

し
ま
す
。　
　
　

　

対
象
児
童
▼
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、

保
護
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
所
定
の
手
続

き
を
経
て
、
通
級
に
よ
る
指
導
の
対
象
と

す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
た
児
童

　

申
込
期
間
▼
２
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

　

提
出
書
類
▼
通
級
指
導
教
室
入
級
希
望

カ
ー
ド

※
用
紙
は
学
校
支
援
課
ま
た
は
市
内
各
小

学
校
に
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

提
出
先
▼
平
成
28
年
４
月
入
学
予
定
の

お
子
さ
ん
は
学
校
支
援
課
、
現
在
１
年
生

～
５
年
生
の
児
童
は
在
籍
校
の
学
級
担
任

　

そ
の
他
▼
①
児
童
の
送
迎
お
よ
び
相

談
・
指
導
は
、
保
護
者
同
伴
と
な
り
ま
す
。

児
童
の
み
の
指
導
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
通
級
時
は
出
席
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

桶
川
市
教
育
委
員
会
第
１
回
定
例
会

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付
確
認

書
を
郵
送
し
ま
す

　高齢化が進む中で、住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように、介護保険法が改正され、高齢
者を地域で支える体制づくりを目指し検討しているところです。
　シリーズ６回目は、体制づくりを支える「自助・互助・共助・公助」についてお伝えします。
　高齢者が在宅で暮らし続けるために、４つの支援と役割分担を補完しあう形での体制づくりの視点が必
要と言われています。
　まず、自助・互助・共助・公助という４つの「助」の違いについてお伝えします。
自助：自分の力で住み慣れた地域で暮らせるように、介護予防に取り組む、家族に協力を得る、

市場サービスを利用するなど自発的に生活課題を解決する力。
互助：友人、近所同士など個人的な関係性をもつ人間同士が助け合い、それぞれが抱える生活

課題をお互いが解決しあうこと。また、それらの活動を発展させ、地域住民や住民ボラ
ンティア団体の活動、自治会や老人会などがそれにあたります。

共助：介護保険制度に代表される社会保険制度およびサービス
公助：自助・互助・共助でも支えることが出来ない問題に対して、最終的に対応する制度。例

えば、生活保護などがそれにあたります。
　全ての基本となるのは「自助」です。健康で自分らしく暮らしていきたいという気持ちと、自分自身を
大切にして尊厳を持ちながら生活を行うという心構えと行動が最も大切なことであり、４つの「助」の中
心は「自助」になります。しかし、自助だけでは、それまで暮らしてきた地域での生活が難しくなります。
自分自身で行き詰った時のサポートが必要であり、時によっては、自身がサポートする側に回ることもでき、
役割を持ち続けられることができる、人と人同士が支える「互助」が必要となります。高齢者の増加に伴い、
高齢者の独り暮らしや高齢者のみの世帯がより一層増加することが予測され、地域で相互に支え合う「互
助」の役割が期待されています。
　互助で難しい課題には、「共助」が登場します。「自助」を支え、「互助」の負担を減らし、バランスを整
えます。「自助・互助・共助」で支え合っても、どうしても解決できない課題には、最終的に「公助」が対
応します。つまり、それぞれが独立しあうわけではなく、関与しあうことで最大限の効果を発揮します。
　桶川市では、４つの「助」の視点のもと、これからの地域づくりのために、「現在取り組んでいること」「あっ
たらいいな」などを市民の方々と考える「地域包括ケア意見交換会」を実施しました。次回は、「地域包括
ケア意見交換会」の様子をお伝えします。

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
シリーズ　明日のあんしん　～高齢者の暮らしを支える～⑥

詳しくは至高齢介護課

介
護
認
定
調
査
員
の
登
録
者
募
集

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
（
競
争
入

札
参
加
願
い
）
の
追
加
受
付

平
成
28
年
度
桶
川
市
発
達
障
害
・
情

緒
障
害
通
級
指
導
教
室
「
大
空
（
お

お
ぞ
ら
）」
へ
の
入
級
希
望
の
ご
案
内

･･･････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････････････････････････････････

総額20万円の永代供養墓も好評受付中

墓所
販売中

総額

無料 受付

35万円（税別）「樹木葬」販売開始！
まずはご相談を。

緑に抱かれた、やすらぎの空間、グリーン・グレース

バラに囲まれたガーデニング区画からお選びできます。

羽生 45×150   スミ 1C

初校 2014.08.29

<地域包括支援センター社会福祉協議会主催　認知症サポーター養成講座>
　認知症サポーターの養成を行います。
　とき▶１月25日㈪午後１時30分から　ところ▶地域福祉活動センター（末広2-8-8）
　申込み▶１月５日㈫から地域包括支援センター社会福祉協議会☎728-2265へ申
　　　　　し込みください。

図書館の休館について
　蔵書の点検など、館内特別整理を
行いますので、次の期間、市立図書
館および川田谷分室を休館します。
　期間▶２月８日㈪～15日㈪
　なお、本などの返却は、通常通り
ブックポストをご利用ください。
※ＣＤを除く。
　詳しくは至市立図書館
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Ｄ
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し
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に
Ｄ
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伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）、
大
出
血
時
の
止
血
方
法
な
ど

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
２
月
21
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

（
８
時
45
分
か
ら
受
け
付
け
）
※
応
急
手

当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受
講
時
間
が

開
始
よ
り
１
時
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
災

害
対
策
室

　

対
象
▼
鴻
巣
市
・
桶
川
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
の
中
学
生
以
上

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
当
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明
書

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

Ｐ
Ｃ
の
画
面
提
示
で
も
可
）

　

申
込
み
▼
２
月
14
㈰
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
、
鴻
巣
消
防
署
へ
。

　

問
合
せ
詩
鴻
巣
消
防
署
救
急
担
当
☎
048

―
597
―
２
０
０
５

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
生
き

が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
農
園
整
備
を
行

い
、
土
に
親
し
み
、
野
菜
づ
く
り
な
ど
を

始
め
た
い
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
▼
市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
で
、

他
の
「
い
き
い
き
健
康
農
園
」
を
利
用
し

て
い
な
い
人

　

農
園
の
場
所
・
区
画
数
▼

下
日
出
谷
地
区　

50
区
画
程
度
（
１
区
画

20
㎡
程
度
）【
多
数
抽
選
】

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
１
月
４
日
㈪
～
13
日
㈬
に
、

高
齢
介
護
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記

入
し
、
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
期
間
▼
２
月
上
旬
か
ら

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

　

県
警
で
は
、１
月
10
日
を
「
110
番
の
日
」

と
し
て
、
110
番
の
正
し
い
利
用
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
各
種
照
会
や
間
違
い
、

い
た
ず
ら
な
ど
の
通
報
は
、
緊
急
を
要
す

る
110
番
通
報
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
る
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

110
番
は
、
事
故
・
事
件
に
遭
っ
た
と
き

や
、
こ
れ
ら
を
目
撃
し
た
と
き
な
ど
、
警

1
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

～
110
番
は
県
民
と
警
察
を
結
ぶ
緊
急

通
報
の
専
用
電
話
で
す
～

察
官
に
一
刻
も
早
く
現
場
に
来
て
ほ
し
い

場
合
に
利
用
す
る
「
緊
急
通
報
の
専
用
電

話
」
で
す
。

　

緊
急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・
苦
情
・

各
種
照
会
先
▼

○
け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
♯

９
１
１
０
ま
た
は
048
―
822
―
９
１
１
０

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
月
～
金
曜
日

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

○
上
尾
警
察
署
☎
773
―
０
１
１
０

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

桶
川
市
い
き
い
き
健
康
農
園
利
用
者

を
募
集
し
ま
す

　

最
近
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
「
次
々
販
売
」

の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

次
々
販
売
と
は
、
一
人
の
消
費
者
に
対
し
、

業
者
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
次
々
と
販
売

し
契
約
さ
せ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、

複
数
の
業
者
が
入
れ
替
わ
り
販
売
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
誘
い
、
何
と

か
契
約
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
一
度
契
約

す
る
と
「
お
得
意
様
」
と
な
り
、
別
の
業

者
に
そ
の
情
報
が
流
れ
次
々
と
勧
誘
に
来

ま
す
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
や
判
断
力
が

不
十
分
な
高
齢
者
が
狙
わ
れ
や
す
く
注
意

が
必
要
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
自
分
に
必
要
な
契
約
か
よ
く
考
え
ま

し
ょ
う
。
不
要
な
ら
は
っ
き
り
断
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

②
訪
問
販
売
の
場
合
は
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
事
例
１
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も

書
面
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
記
載
が
あ

る
な
ど
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
家
族
や
周
り
の
人

に
相
談
し
た
り
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積

も
り
を
取
っ
て
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

④
認
知
症
の
高
齢
者
は
「
成
年
後
見
制
度
」

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
心
配
な
と
き
は
、
桶
川
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
～
高
齢
者
を
狙
う
「
次
々
販
売
」
に
気
を
つ
け
て
！
～　

【
事
例
１　
60
歳
代　
女
性
】

　

無
料
着
付
け
教
室
の
折
込
チ
ラ
シ
を
見

て
友
人
を
誘
い
、
生
徒
数
名
に
一
人
の
先

生
が
つ
く
授
業
を
週
１
回
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
１
か
月
後
、
先
生
か
ら
「
着
物

の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
る
。
見
る
だ
け
で
い
い

か
ら
」
と
誘
わ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

の
販
売
会
で
販
売
員
か
ら
袋
帯
や
帯
締
め

を
勧
め
ら
れ
、
断
り
き
れ
ず
に
購
入
契
約

を
し
た
。
翌
月
も
セ
ミ
ナ
ー
に
誘
わ
れ
、

長
時
間
の
勧
誘
と
買
う
し
か
な
い
状
況
の
中
、

訪
問
着
、
帯
留
め
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
更
に
商
品
の
購

入
を
さ
せ
ら
れ
る
の
が
心
配
。
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
。

【
事
例
２　
70
歳
代　
男
性
】

　

２
年
ほ
ど
前
に
、
Ａ
社
が
突
然
訪
ね
て

き
て
株
式
投
資
の
勧
誘
を
受
け
た
。「
株
に

興
味
が
な
い
」
と
断
っ
た
が
「
必
ず
儲
か

り
ま
す
」
と
勧
誘
さ
れ
、
200
万
円
で
株
券

を
購
入
し
た
。
２
週
間
後
、
Ａ
社
か
ら
電

話
が
あ
り
「
値
上
が
り
確
実
な
未
公
開
株

が
あ
る
。
今
買
え
ば
損
は
な
い
」
と
言
わ
れ
、

さ
ら
に
100
万
円
の
追
加
投
資
を
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
２
年
間
で
次
々
と
追
加
投

資
し
合
計
550
万
円
を
払
っ
た
。
最
近
で
は

生
活
費
ま
で
投
資
に
充
て
て
い
る
。
契
約

書
は
も
ら
っ
た
が
、
商
品
に
つ
い
て
詳
し

い
説
明
は
な
か
っ
た
。
友
人
に
話
し
た
ら

詐
欺
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
た
。

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
で
の
国
籍
事

務
の
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
す

　

１
月
４
日
㈪
か
ら
、
さ
い
た
ま
地
方
法

務
局
で
の
国
籍
事
務
の
取
扱
い
が
変
更
さ

れ
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
次
の
届

出
ま
た
は
申
請
な
ど
に
つ
い
て
は
、
さ
い

た
ま
地
方
法
務
局
戸
籍
課
に
お
い
て
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
帰
化
許
可
申
請
→
外
国
人
が
日
本
国
籍

取
得
の
た
め
、
法
務
大
臣
に
申
請
す
る
も

の○
届
出
に
よ
る
国
籍
取
得
→
国
籍
法
に
定

め
ら
れ
た
外
国
籍
の
人
が
、
届
出
す
る
こ

と
で
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
も
の

○
国
籍
離
脱
→
日
本
国
籍
と
そ
れ
以
外
の

国
籍
を
持
つ
重
国
籍
の
人
が
日
本
国
籍
を

離
脱
す
る
手
続

○
そ
の
他
の
国
籍
に
関
す
る
相
談

　

問
合
せ
詩
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
戸
籍

課
☎
851
―
１
０
０
０

　 埼玉県交通安全対策協議会では、県内に在住する交通
遺児等を対象に、援護一時金を給付しています。
※「交通遺児等」とは、交通事故（陸海空全て）により
死亡または重い障害を負った保護者に養育されている平
成９年４月２日以降に生まれた乳幼児、児童、生徒。
■支給対象になる同居世帯の総所得額
交通遺児等の人数 同居世帯の総所得額

１人 ２,７４０,０００円以下
２人 ３,１２０,０００円以下
３人 ３,５００,０００円以下
４人 ３,８８０,０００円以下

５人以上 ４,２６０,０００円以下

給　付　額▶子ども１人につき年額10万円
給付時期▶４月末日（給付決定通知書を送付）
申請書類▶市役所、および教育委員会の窓口で配布
提出期限▶１月31日㈰
提　出　先▶みずほ信託銀行浦和支店に郵送または持参
　　　　　住所：さいたま市浦和区高砂2－6－18
　　　　　電話：822－0191
問合せ至県防犯・交通安全課☎830―2958

交通事故被害者のご家族への援護金について

桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

相
談
時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時
30
分

電
話
▼
786
―
３
２
１
１

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を
ま

と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

平成27年度危険物取扱者試験（第8回）

　消防法で定められる数量以上の危険物を貯蔵し、または取り扱う人は危険物
取扱者免状が必要です。

試験日 種　類 会場 受付期間

３月６日㈰ 全種類 東京国際大学（川越市） １月28日㈭～２月10日㈬

※試験のための準備講習会もあります。
願書提出▶㈶消防試験研究センター埼玉県支部試験係（〒330‒0062さいたま市
　　　　　浦和区仲町2‒13‒8ほまれ会館2階）
願書配布・問合せ▶桶川消防署管理指導課☎773‒1190または埼玉県央広域消防
　　　　　　　　　本部予防課☎048‒597‒2004（平日午前８時30分～午後５時15分）

････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････

地域の皆様の健康維持を目指します。送迎・出張可。
ソフトな指圧・やさしい鍼灸を心掛けて治療します。
腰痛・肩凝り・自律神経失調などでお悩みの方、
お電話下さい。電話 048-871-5124　桶川市泉1-9-34
http://www.youshindou-shinkyuu.biz/toppage.html
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１月 ●桶川市役所・教育委員会／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
●社会福祉協議会／緯７２８－２２２１　姉７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

８日㈮・２２日㈮・２９日㈮ １4：00～１７：00　
１６日㈯ ９：00～１２：00
２月５日㈮・１２日㈮・２６日㈮
１4：00～１７：00　２0日㈯ ９：00～１２：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１4日㈭　＊次回は２月4日㈭
１３：00～１６：00 仮設庁舎相談室

行 政 書 士 相 談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

７日㈭　＊次回は２月１日㈪
１３：00～１６：00 仮設庁舎相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相談 ２７日㈬
１３：00～１６：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

１６日㈯
９：00～１２：00

仮設庁舎会議室201
電話可　緯７８６-３２１１

マンション管理相談 マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談

２７日㈬
１0：00～１２：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

８日㈮　＊次回は２月５日㈮
１0：00～１２：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通緯７８６-３4５0

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 4日㈪・２５日㈪　

１0：00～１６：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

１２日㈫
９：00～１２：00 地域福祉活動センター

内 職 相 談 内 職
相 談 員

内職に関する相談・案内・ハローワークの
求人情報の閲覧

毎週水・金曜日（祝日を除く）
１0：00～１５：00

勤労福祉会館
直通緯７７３-１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
１0：00～１５：３0（１２：00～１３：00を除く）

仮設庁舎2階
電話可　緯７８６-３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

親や子どもからの、家庭・幼稚園・学校な
どでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
１0：00～１６：00

駅前子育て支援センター
直通緯７７７-７７0８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯７８７-５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：00～１７：00

桶川市教育センター
直通緯７８６-３２３７ 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：00～１５：00

地域福祉活動センター
直通緯７２８-２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：00～１５：00 地域福祉活動センター

　

糖
尿
病
は
血
液
中
の
糖
（
血
糖
値
）

が
高
く
な
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
障
害

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
を
糖
尿
病

の
合
併
症
と
い
い
ま
す
。
特
に
、
神
経
、

目
の
網
膜
、
そ
し
て
腎
臓
で
糖
尿
病
特

有
の
合
併
症
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
糖
尿
病
の
３
大
合
併
症
と
い

い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
と
は
別
に
、

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
他
の
血
管
の

合
併
症
も
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
が
、

糖
尿
病
特
有
で
は
な
い
の
で
区
別
さ
れ

ま
す
。

　

さ
て
、
腎
臓
の
合
併
症
を
糖
尿
病
性

腎
症
と
い
い
ま
す
が
、
は
じ
め
の
う
ち

は
自
分
で
感
じ
る
症
状
（
自
覚
症
状
）

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
時
で
も
腎
症
が
進
行
し
て
い
れ
ば
、

尿
を
調
べ
る
と
ア
ル
ブ
ミ
ン
と
い
う
物

質
や
そ
の
他
の
タ
ン
パ
ク
が
検
出
さ
れ

ま
す
。
尿
検
査
で
、
腎
症
が
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
か
が
は
じ
め
て
わ
か
る
の

で
す
。

　

糖
尿
病
の
治
療
が
う
ま
く
い
か
な
い
、

あ
る
い
は
糖
尿
病
を
放
置
し
て
お
く
と
、

さ
ら
に
腎
症
が
進
ん
で
、
腎
臓
の
働
き

が
落
ち
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
自
覚

症
状
は
表
れ
に
く
く
、
腎
臓
の
働
き
が

「
糖
尿
病
に
よ
る
腎
不
全
」

本
来
の
10
％
く
ら
い
に
な
っ
て
は
じ
め

て
、
む
く
み
や
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が

出
て
き
ま
す
。
こ
の
状
態
が
腎
不
全
で
、

命
を
保
つ
ぎ
り
ぎ
り
状
態
で
す
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
は
腎

臓
の
代
わ
り
と
な
る
「
透
析
」
と
い
う

い
わ
ば
人
工
腎
臓
の
よ
う
な
機
械
に
よ

る
定
期
的
な
治
療
が
必
要
に
な
る
の
で

す
。
透
析
の
治
療
は
一
般
的
に
は
４
時

間
く
ら
い
か
か
り
、
そ
れ
を
週
３
回
つ

づ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
透
析
に
時
間
を
と
ら
れ

る
こ
と
で
、
本
人
に
大
き
な
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
療
費
も
か
か

り
ま
す
（
1
か
月
で
一
人
当
た
り
約
40

万
円
）。
我
が
国
で
は
本
人
の
費
用
負

担
が
少
な
く
な
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
大
半
の
医
療
費
を
国
な
ど
が
負

担
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
新
た
に
透
析
が
必
要
な
腎

不
全
の
半
分
は
糖
尿
病
性
腎
症
に
よ
る

た
め
、
医
療
費
の
面
で
も
我
が
国
の
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

【（
一
社
）
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会
】
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